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鎌倉時代~室町時代

とき平成23年11月19日0"'27日@
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鎌倉時代
へいあん ころ

市内には、平安時代後期の 11世紀頃から設置された、皇室や有力な寺社の領地で

ある官酋、遣と在国の領地で、ある菌47領、。嘉神宮の領地で、ある街肢がありました。
おまえざさ ふくろい かさはら

大東 ・大須賀区域は、現在の御前崎市から袋井市にかけて広がる笠原荘に含まれ、 掛

川区域には荘園 ・国街領 ・御厨が数多く設置されていました。

かいこん かんがい

荘園は、開墾や濯概などの開発を行って領地を拡大した領主が、貴族や寺社に領地

を毒進νしたことにより発生しました。領地を寄進した領主は、荘園で土地と農民の管

理を行い、自話、の手段として武裂することもありました。また、平安時代末期の羊、氏政

権は、各地の荘園等に象深になった武士を土色弱として派蓋し、支配に当たらせました。

鎌倉幕府の家臣である原氏、昔、嵐氏、丙品氏は、このようにして誕連うした武士と考

えられます。原氏は原田荘、 西郷氏は西郷荘、

在した内田荘を本拠とする武士です。

掛川|市の周辺には、荘園に関わると考え

られる遺構が確認された例があります。

宝越遺跡(磐田市)は、幅約 2mの溝に

よって一辺約 35mのほぼ正方形に区画され

た内側から、指笠i桂ら建物跡13舗と井員等が

発見されました。平安時代末の 12世紀前半

から鎌倉時代初めの 13世紀前半の有力農民

の屋敷跡の可能性を指摘する人もいます。

また、宮下遺跡(牧之原市)からは、 12世

紀後半から 13世紀前半の、溝に固まれた屋

敷跡が発見されています。

ほんじ よ りょうす

市内には、荘園領主を指す本所 ・領家、

しょうかん くもん

現地管理にあたる荘官の職名である公文

(中地区) の地名が残っていますが、玉越

遺跡 ・宮下遺跡のような遺構は確認されて

いません。 しカミし、 この頃の集落の一部が

発見されていますので、 ここで紹介します。

内田氏は菊川市から掛川市にかけて存

3 
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荘園等の分布図
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ゼ妊神社遺跡(大坂)

かせん

扇状地に立地し、この時代の溝や小河川

等が確認されましたが、住居跡は発見され

ませんでした。

12世紀中頃から 13世紀中頃にかけての

やまちゃわん しょう わん こざら

山茶碗、 小 碗、 小皿とともに、中国製の磁

き はくじ せいじ

器である 白磁 ・青磁が出土 しています。 山

茶碗は、現在のどんぶりに似た形の茶碗の

ことです。

とおとうみ

白磁 ・青磁の量が、遠江の他の集落遺跡

こ詑べて多く 、墓で、宇を書いた編嘉も出土

していることから、周辺に笠原荘に関わる

有力者が存在 した可能性が考えられます。

兼幡、遺跡(海戸)

E 陵の斜面から平野にかけて分布する

遺跡で、幅0.6'"'-'1.1m、長さ 18.6mの溝 上

はLらあな りゅうろ

柱穴18、自然流路等が発見されましたが、

建物跡は明確ではありません。

12世紀から 13世紀の山茶碗 ・小碗 ・小

皿が発見されました。

系議遺跡(干浜)

海岸から約 2.4kmの標高約 6'"'-'8mの長

丘に立地 します。遺跡からは、南北方向に

のびる溝跡と直径約 0.8m、2.1mの士坑
あな

(穴) 、柱穴等が発見されましたが、建物

跡に復元できるものはありませんでした。

出土遺物には、山茶碗、小皿、 かわらけ、

£鋪等があり、 12世紀後半から 13世紀前

半に位置づけられます。
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七社神社遺跡の様子

兼情遺跡の様子
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はやL

林遺跡(吉岡)

原野容川沿いの平野から発見され、遺構は、溝 3、掘立柱建物跡 1、土坑等があり

ます。構は、南北方向に長い調査区のほぼ中央から南側にかけ、約 20m、15mの間隔

をおいて発見されました。掘立柱建物跡は、調査区のほぼ中央の溝から約 2mの間隔

をおいて、溝と 平行するように確認されました。建物跡は、東西 3問×南北 2問、 9.6 

ゆか

m X 5. 4mの大きさがあり、床張りの建物であったと考えられます。溝の北側からは、

直径約 1mの土坑が発見され、中
そな

からお供えとみられる山茶碗が発

はかあな

見されたことから、墓穴と考えら

れます。

遺跡からは、 13世紀に位置づけ

られる 山茶碗、青磁片等が出土し

ています。原因荘の荘園内にあた

り、荘聞に関わる人物の屋敷及び

墓地と推定されます。

非同、遺跡(八坂)

林遺跡の様子

釘!?によって形成された丘陵に立地していて、》面支時代、条良時代から丘員時代の

集落が確認されています。この時代の遺構は、掘立柱建物跡、溝、土坑等があります。

掘立柱建物跡は 10棟あり、平面形が 1間X2問、 2間x2問、大きさは4mX4m程

度のものが大部分です。定が付く建物跡が 2棟発見されていますが、床を張った構造

ゃ

ではないため、小屋のような性格が考えられます。建物の規模が小さく散在している

きょてん

ことから、近くにより拠点的な集落、あるいは屋敷が存在するのではなし、かと考えら

れます。遺物には、山茶碗、小皿、土

師器、輸入磁器等があります。

集蕗は、奈良時代から 12世紀前半

は比較的小規模で、12世紀後半から

集落は拡大したと考えられます。そ

して、 13世紀末から集落は縮小に転

きょくたん

じ、 14世紀は極端に小規模なもの

であったと推定されます。

3 
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室町時代

鎌倉幕府滅ど後の 1335(建武 2)年、 jt条J氏の再、Eiを国る北条時行と足利尊k-註けんむ

義兄弟が長詰這の難崩if定半白で、苔較に笈びました。さらに、1351(古手6・観伝 2) 
年には、 足利尊氏・直義の兄弟の対立から、小夜中山が再び合戦の場となりました。

それまで掛川が戦場になることはありませんでしたが、 いよいよ武士の争いに巻き込

まれることになりました。

ぶんわ ア 孟ぞく かつまた

また、1355(正平 10・文和 4)年Lは、 貝族が所有する市内の荘園が勝間田氏によ

って奪われかけることも起きました。

ち上うろく

15世紀中頃の 1459(長禄 3)年、現在の袋井市 ・掛川市周辺の武士が、遠江国の守

護で、ある斯義氏の品、結に乗じてき具、しました。 15世紀の終わり頃になると 、船奇国の
いまがわ とおとうみ てんLょう たかてん

守護である今川氏が遠江田に攻め入ってきました。その後、 1581(天正 9)年の高天
じん ら〈じよう

神城の落城まで、市内では戦が繰り広げられました。

市内には、このような歴史を物語る城跡が残されています。

いくつかを紹介 します。

語、藤城跡(本郷・細谷・遊家・家代)

原野谷川沿いの平野を見下ろすE

陵に築かれた城で、東西約 350m、
はんい

南北約 200mの範囲に、立て龍もる
くる わ ぼうぎよ ほりきり どるい

ための由輪と防御のための堀切・土塁

がありました。 曲輪からは、掘立柱

建物跡が発見されました。

ここでは、 そのうちの

城は、 原田荘の一地頭から勢力を 高藤城跡 ※黒網掛けは堀切を示す

伸ばした原氏によって築かれました。

めいおう

原氏は、1497(明応 6)年に北条

草曇率いる今川軍に託基され度援し

ました。発掘調査で 15世紀後半から

16世紀前半にかけての陶器、 中国産

の磁器等が発見されていて、没落した

原氏が、 その後も生き延びたことを示

しています。
掘立柱建物跡の様子



制111城跡(掛111) 

16世紀の初頭、駿河の守護矢名フ今

川氏が重臣鞘止条氏に命じ、 平野に

突き出た正陵の先端に築かせました。

てんしょう じよう しゅ

その後、 1590(天正 18)年に城主

やまうちかっとよ

となった山内一豊が大拡張を行いま

それに中の

丸の部分と考えられ、東西約 350m、

南北約 350mの範囲と推定されます。

てんLゅ

この頃の遺構は、天守丸の南東部

えんぺん

分の縁辺から検出された大型土坑群

拡張する前の掛川城は、後の

本丸 ・二の丸 ・三の丸、

した。

これは、長さ1. 2~2. 1

m、深さ 1~l. 4mの穴が、約 1mの

た墓地が発見されました。

防御

また、本丸の下層からは、16世紀

初頭の掛川城の造成により連められ

現在の中央図書館のあたりは、朝

。
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に関係する施設と考えられます。

間隔で並んで発見されました。

があります。

天守丸の大型土坑群の様子

内堀は、朝比奈氏の後の城主で徳川

いしかわ

氏の家来であった石川氏によるもの

と考えられます。

すぎや

杉谷城跡(杉谷南 1丁目・ 2丁目)

掛川城の南東約 2kmの丘陵に立地し、東西約 100m、南北約 150mの範囲から、曲輪
たてぽり えいろく

竪堀 2が検出されました。1568(永禄11)年から 69(永禄 12)2、土塁 1、堀切 2、

5 

年の掛、川|城攻めにあたり、徳川方が築いた城と考えられ、 16世紀後半に位置づけられ

る陶器が発見されています。



堀切の様子
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築城の年代は定かではありませんが、 16世紀の初頭には、遠江に侵攻していた駿河

の今川氏の城であったことが確認されています。

おがさやま

城は、小笠山から延びる正陵の先端に造られていて、東西約 500m、南北約 450m

の範囲に及びます。城の中央から東の本丸側と、西の二の丸側では構造が異なります。

てきせのlま すそがけ 吋ず きりきし ほりきりたてiまり

本丸側は、敵が攻め上れないように山裾を崖状に削った切岸が多用され、堀切 ・竪堀は

二の丸側はあちらこちらで堀を見ることができます。一方、ほとんど見られません。

この部分は、傾斜が他に比二の丸の西側の斜面には長大な横堀が存在します。特に、

ヲー

」ベて緩やかで敵に攻められ易いことから、堀で守りを固めていると考えられます。

二のの本丸側と 二の丸側の構造の違いは、年代の相違によるもので、本丸側が古く、

丸側が後から付け加えられたと考えられます。

曲輪の様子がわかります。本丸は、北側から西側

O 10Om 

城跡は、発掘調査が進んでいて、

の縁辺に土塁があり、その内側から

そ せき

掘立柱建物跡と礎石建物跡が発見さ

れました。本丸西側の的場曲輪から

石敷きの建物跡が発見されてい

発見され、礎石建物、掘立柱建物跡

の存在が想定されます。

lまち

城跡からは、調理用のすり鉢、

語、水晶め用の謡、支旨茶話、中国

てっぽうだま

産の青磁・白磁等の陶磁器、鉄砲玉等

ど土

二の丸側では、礎石と柱穴が

は、

ます。

※黒網掛けは堀切・竪堀・横堀を示す高天神城跡

が発見されています。

6 



おがきやまとりで

小笠山砦跡(入山瀬・板沢)

小笠山の中心に位置し、東西約

400m、南北約 200mの範囲に、曲

輪、 土塁、 堀切、 竪堀、横堀が良

好に残されています。

えいろく

1568 (永禄11)年、徳川家康が

今川民芸の立て詰る掛川城を攻め

てんLょう

るために砦を構え、 1577(天王 5)

年、 高天神城を攻めるために改修

したと伝えられています。

積会賞城跡(山崎 ・横須賀・西大諜11)

小笠山砦跡 ※黒網掛けは堀切 ・竪堀・横堀を示す

t:'ハかん きょてん とくがわいえやす

武田氏に奪われた高天神城を奪還する拠点として、徳川|家康の命を受けた大須賀康

たか てんLょう

高によって 1580(天正 8)年に築かれました。
あた

まつおざん

この時に造られた城は、現在の松尾山

から本丸辺りまでの東西約 300m、南北約 250mの範囲と推定されます。
とよとみひでよ し てんかとういっ

1590 (天正 18)年の豊臣秀吉の天下統ーにより、横須賀城には豊臣配下の武将が入

り、大規模な整備を行ったため、築城当時の遺構・遺物はほとんど発見されていませ

ん。また、松尾山と本丸に挟まれた北の丸は、松尾山より約 11m、本丸より約 7m低

くなっています。 これは、後に横須賀城が政治拠点として整備されていく過程で、切

くず

り崩されて土は城の造成に使用され、 できた平坦地に建物が建てられたものと考えら

本丸から望む松尾山の様子

7 



年 表

時代|西暦 和暦 全国のでき ごと市 内のできごと

卜、 111851文治元

"l1192 1建久 3

引12211机 3
f-------l1333 1元弘 3・正慶2

南 113351建武 2 北条時行と足利尊氏・ 直義が小夜中山で、合戦

北 113461正平元・貞和 21原光高が原田荘内の所領を安堵される

朝 113511正平6・観応 21足利尊氏軍と足利直義軍が小夜中山で、合戦

』ー-----l13921元中 9・明徳3

14591長禄3

室ド4671応仁元

14761文明 8

14971明応6

15081氷正5

15431天文12

15681永禄11

15691永禄12

町 115711元亀2

15721元亀3

ト一一→15731天正元

安 115741天正2

土 115801天正8
桃
山 115811天正9

15821天正10

だんのう ち

平氏一円、壇ノ浦で滅亡
せいいたいしようぐん

源頼朝、征夷大将軍に任じられる

鎌倉幕府打倒の五茨うの乱が起こる

鎌倉幕府滅亡

南北朝の合一

遠江今川氏を盟主とする武士が挙兵

おうにん ぶんめい

応仁 ・文明の乱が始まる

駿河守護今川義忠、横地氏・勝間田氏を滅ぼす

北条早雲率いる今川軍が、原氏を攻撃する

今川氏親が遠江守護職に任命される

てっぽう

鉄砲伝来

徳川家康、掛川城を攻める

各和氏、徳川方に攻められ自害

武田信玄、高天神城を攻める

武田信玄、各和城を攻める

掛川l城主石川家成ら、各和城を武田から奪回|室町幕府滅亡

武田勝頼、高天神城を攻め、開城させる

高天神攻めの拠点、横須賀城がほぼ完成

うちじに

高天神の城兵、城外に打って出て全員討死

武田勝頼、信長軍に攻められ白刃

開発予定地内に遺跡はありませんか。
工事計画の前に確認してください。

掛川市内には現在'702遺跡が知られています。遺跡(埋蔵文化財〉は、私たちのそ心のふるさと今
であり、後世の人たちに伝えていくことが大切で、す。

そのため、 『文化財保護法』により、遺跡のある場所で¥土木工事や建築工事、茶園の改植などをす

る場合には、事前に文化庁に届け出をすることが義務づけられています。

届け出をせずに工事を始めたところ、遺跡が見つかったため調査をすることになり、完成が遅れて

しまった ということがないように、工事を計画する場合には、早めに掛川市教育委員会社会教育

課にご相談ください。

なお、教育委員会・図書館・支所には、市内にある遺跡の様子を示した『遺跡地図Jがあリますので、
工事を計画する前に必ず確認してください。

掛川市教育委員会社会教育課文化財係
電話(053ワ)21-1 158 


